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～
個
人
の
部
～

森
名
　 

一か
ず

行ゆ
き 

さ
ん
（
阿
万
）

避
難
場
所
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
、
環

境
美
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

越お

く

だ
久
田
　
美
津
子 

さ
ん
（
広
田
）

地
域
の
花
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み
、

環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
　
妙
子 

さ
ん
（
志
知
）

県
道
沿
い
の
花
壇
を
手
入
れ
し
、
通

行
す
る
人
に
癒
し
を
与
え
て
い
ま
す
。

藤ふ
じ
い
え家

　
至 

さ
ん
（
賀
集
）

い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
の
普
及
や
、

緑
化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

道
上
　
八
千
子 

さ
ん
（
八
木
）

地
域
と
駐
在
所
の
架
け
橋
役
と
し
て

防
犯
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸
永
　
卓
巳 

さ
ん
（
倭
文
）

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
子
ど

も
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
　
不
二
夫 

さ
ん
（
倭
文
）

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
子
ど

も
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
口
　
恒
利 

さ
ん
（
松
帆
）

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
子
ど

も
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
中
　
勝
守 

さ
ん
（
丸
山
）

漁
港
内
の
草
刈
り
や
溝
さ
ら
え
な
ど
、

環
境
美
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

菅す
が

　
カ
ツ
コ 

さ
ん
（
丸
山
）

漁
協
前
の
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
、
環

境
美
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

故 

大
谷
　
清 

さ
ん
（
阿
那
賀
）

桜
ヶ
丘
公
園
の
清
掃
な
ど
を
行
い
、
戦

争
を
風
化
さ
せ
な
い
地
域
の
力
と
な
り

ま
し
た
。

吉
井
　
壤
じ
ょ
う 

さ
ん
（
広
田
）

高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
や
、
寄

付
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

谷
口
　
保 

さ
ん
（
広
田
）

旧
緑
庁
舎
前
の
花
時
計
の
花
植
え
な

ど
、環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
　
健
太
郎 

さ
ん
（
湊
）

小
中
学
校
で
点
字
教
材
な
ど
を
使
い
、

福
祉
学
習
の
授
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

故 

大
亦
　
昭 

さ
ん
（
阿
那
賀
）

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の

花
づ
く
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
　
英ひ
で
こ子 

さ
ん
（
市
）

子
ど
も
へ
の
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

福
祉
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
中
　
德と
く
こ子 

さ
ん
（
榎
列
）

点
字
や
白
杖
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
な
ど
、

小
中
学
校
で
福
祉
学
習
を
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

栗
原
　
則
彦 

さ
ん・
明
美 

さ
ん（
市
）

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
ら
の
見
守
り

活
動
を
毎
朝
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
田
　
孝
雄 

さ
ん
（
潮
美
台
）

街
路
樹
の
枝
切
り
や
花
壇
に
水
仙
を

植
え
る
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
海
　
信
太
朗 

さ
ん
（
福
良
）

福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
寒
行
の

浄
財
を
市
に
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
団
体
の
部
～

寺
内
祇
園
囃
子
保
存
会

保
育
所
で
の
指
導
な
ど
、
郷
土
芸
能

の
保
存
・
継
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
教
室
ピ
ノ
キ
オ
の
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
通
じ
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

庄
田
営
農
事
業
部

植
栽
し
た
４
０
０
本
の
桜
の
維
持
管

理
を
行
い
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
南
淡
支
部

阿
万
地
区

阿
万
海
水
浴
場
周
辺
の
清
掃
な
ど
、

環
境
美
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ぬ
ぼ
こ
の
会

沼
島
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

務
め
る
な
ど
、
地
域
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
縁
団
体 

大
榎
列
自
治
会

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
国
生
み

神
話
伝
承
地
で
あ
る
「
葦あ
し
は
ら
こ
く

原
国
」

「
天あ
め
の
う
き
は
し

浮
橋
」
を
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

諭
鶴
羽
奉
仕
会

県
道
沿
い
に
水
仙
を
植
栽
す
る
な
ど
、

灘
地
区
の
緑
化
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

緑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

視
覚
障
が
い
者
へ
向
け
た「
声
の
広
報
」

の
作
成
な
ど
、
福
祉
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

に
ほ
ん
ご
ふ
れ
あ
い
教
室

外
国
人
の
日
本
語
学
習
支
援
や
日
本

文
化
の
紹
介
な
ど
、
多
文
化
共
生
社

会
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
で
し
こ 

し
ら
ゆ
り
会

助
け
合
い
を
大
切
に
楽
し
く
生
き
る

こ
と
を
心
が
け
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
マ
ー
ズ 

プ
ラ
ス
ワ
ン

小
学
校
や
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
、
健
全
な
子
ど
も
の
育
成
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
話
サ
ー
ク
ル
三
原

手
話
の
普
及
や
、
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
広
め
る
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

い
ち
ば
ん
星

講
座
の
企
画
な
ど
を
通
じ
て
、
精
神

障
が
い
者
の
生
活
の
場
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
三
原
高
等
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
や
買
い
物
支
援
、

街
頭
募
金
活
動
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

南
あ
わ
じ
中
途
失
聴
難
聴
者
の
会

「
耳
マ
ー
ク
」
の
表
示
啓
発
活
動
や
読

話
訓
練
学
習
会
な
ど
、
障
が
い
者
支

援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

だ
ん
じ
り
唄
う
た
い
ま
専
科

子
ど
も
ら
へ
の
指
導
や
イ
ベン
ト
参
加

な
ど
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
や
世
代
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
じ
ぎ
く
グ
ル
ー
プ

県
道
沿
い
の
花
づ
く
り
活
動
を
実
施

す
る
な
ど
、
環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

南あわじ市おのころ賞
市制 15周年記念

　長きにわたり地域社会に役立つ活動を行い、安心安全な住み良く明るいまち
づくりに貢献されたとして、地域や各種団体から推薦を受けた個人・団体に感
謝の気持ちをこめて、７月12日に「南あわじ市おのころ賞」を贈りました。受賞
者は次のとおりです（順不同）。

ドライバーへ安全運転を呼びかける南あわじ市交通対策協
議会メンバー

市役所正面玄関前で啓発活動を行う推進委員会のメンバーらと更生
保護イメージキャラクターのホゴちゃん

市役所第２別館で執り行われた表彰式

　夏の交通事故防止運動期間に、南あわじ市交通対策協議会で
は「運転も ソーシャルディスタンス（= 車間距離）で 事故ゼロ」
をキャッチコピーとして、さまざまな啓発活動を実施しました。
　７月 15 日には、広田中山峠で街頭呼びかけを実施。同協議
会メンバーらが、ドライバーに手作りの交通安全グッズを手渡し、
十分な車間距離の確保や、周囲の安全確認を呼びかけました。
　また、期間中には、広報車が市内をまわり安全運転を呼びか
けたり、画面を見ながら自転車の走行を体験できる「自転車シ
ミュレーター」を市役所に設置し、来庁者に安全な乗り方を指
導したりしました。

交通事故ゼロをめざして

　７月１日、「社会を明るくする運動」南あわじ市推進委
員会は、市役所正面玄関前で啓発活動を行いました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止とあやま
ちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、安心で安
全な地域社会を築くことを目的とする全国的な運動で、
毎年７月は強調月間となっています。
　犯罪や非行から立ち直ろうとする人を受け入れ、支え
るためには地域の皆さんの理解と協力が欠かせません。
温かいご支援をお願いします。

　７月 16 日、西淡中学校の生徒と職員ら約 250 人が、慶
野松原海岸の清掃作業を行いました。
　この活動は、昭和 41 年から毎年行われている伝統行事。
地域を愛する心、奉仕の精神を身につけることを目的として
おり、今年で 54 回目になりました。
　生徒らは約１時間活動を行い、砂浜に打ち上げられたごみ
や流木などを回収しました。生徒会長の中野優

ゆ う し
志さん（３年）

は「ごみがなくなるまで活動を続けたい。新型コロナウイル
スが収束したら、観光客や地元の人に来てもらい、きれいと
思ってもらえたらうれしい」と話しました。

第70回社会を明るくする運動

美しい慶野松原を守る

犯罪や非行のない明るい社会へ

西淡中学校生徒らが清掃活動

慶野松原海岸を清掃する西淡中学校の生徒ら

７月15日～24日　夏の交通事故防止運動を実施


